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私
に
と
っ
て
京
都
御
苑
と
の
お
付
き
合

い
が
こ
れ
ほ
ど
永
き
に
わ
た
っ
て
続
く
と

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
お

付
き
合
い
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ

り
京
都
は
戦
火
か
ら
は
免
れ
ま
し
た
が
、

日
本
中
を
拭
う
荒
廃
し
た
空
気
の
な
か
で

当
時
、
市
立
小
学
校
か
ら
両
親
の
勧
め
で

同
志
社
中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
子
供
な
が
ら
御
所
は
か
つ
て

京
都
に
都
が
あ
っ
た
こ
ろ
に
は
ず
っ
と
天

皇
陛
下
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
場
所

で
あ
り
、
崇
高
な
空
間
で
あ
る
と
教
え
ら

れ
て
い
た
だ
け
に
毎
日
学
校
の
行
き
帰
り

に
隣
に
あ
る
そ
の
存
在
に
一
種
の
あ
こ
が

れ
と
親
し
み
を
心
に
抱
い
て
お
り
、
幸
い

に
も
自
由
に
許
可
無
く
出
入
り
で
き
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
三
年
間
は
、
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
が
大
学
と
の
共
用
と
い
う
こ
と
で
中
学

生
が
使
用
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
日
に
は
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
学
校
に
持
参
し
た

弁
当
を
急
い
で
食
べ
終
わ
る
と
自
然
豊
か

京都御苑、閑院宮邸跡の収納展示館。中庭と入母屋造の南棟に雪が舞う

京
都
御
苑
は
第
二
次
大
戦
後
、
旧
皇
室
苑
地
を
広
く
国
民
に
開
放
す
る
目
的
で
東
京
の
皇
居
外
苑
、
新
宿

御
苑
と
と
も
に
国
民
公
園
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し
た
。
京
都
で
は
国
の
管
理
す
る
御
苑
を
応
援
す
る
た
め

京
都
府
、
市
や
京
都
の
経
済
界
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
三
十
年
に
「
京
都
御
苑
保
存
協
会
」
が
発
足
さ
れ

た
。
令
和
二
年
に
設
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
在
の
国
民
公
園
協
会
京
都
御
苑
会
長
で
も

あ
る
吉
忠（
株
）代
表
取
締
役
の
吉
田
忠
嗣
氏
に
京
都
御
所
や
御
苑
に
対
す
る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

京
都
御
所
、
御
苑
の
私吉

田
忠
嗣
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い
の
で
カ
メ
ラ
の
力
を
借
り
る
し
か

な
い
。

ま
た
、
別
の
日
に
も
、
私
は
御
苑

北
東
の
母
と
子
の
森
で
、
ト
ラ
ツ
グ

ミ
に
出
会
う
。
樹
林
の
な
か
の
君
は

半
月
紋
の
衣
裳
を
ま
と
い
、
麗
し
い

姿
だ
っ
た
。
小
さ
い
木
々
の
間
の
姿

は
荘
厳
と
い
う
か
、
あ
ま
り
に
も
眩

し
か
っ
た
。

京
洛
に
は
鵺ぬ

え

伝
説
が
い
く
つ
か
あ

る
よ
う
だ
。
鵺
の
物
語
は
凄
み
と
い

う
か
怪
奇
の
物
語
で
あ
っ
た
。
街
中

の
天
神
社
は
鵺
退
治
の
鏃や

じ
り

が
祀
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
声
が
君
の
声

だ
と
い
う
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も

失
礼
な
こ
と
だ
。
私
は
君
の
声
を
ま

だ
聴
い
て
い
な
い
が
、
多
分
温
和
な

美
声
に
違
い
な
い
。
野
鳥
に
詳
し
い

西
台
律
子
師
匠
の
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
声

は
美
声
だ
っ
た
。
そ
れ
は
「
ヒ
ョ
ー

ヒ
ョ
ー
ウ
」
で
、
ウ
は
震
え
る
と
い

う
。
夜
の
山
で
聞
く
と
少
し
不
気
味

か
も
し
れ
な
い
。

御
苑
・
迎
賓
館
の
西
の
疎
林
に
も

ト
ラ
ツ
グ
ミ
と
モ
ズ
が
現
れ
る
。
ト

ラ
ツ
グ
ミ
は
地
表
の
ミ
ミ
ズ
で
も
探

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
広
い
森
を
静

か
に
彷
徨
す
る
。
私
た
ち
に
気
づ
い

た
ト
ラ
ツ
グ
ミ
は
飛
び
、
樹
上
に
静

京
都
御
苑
の
冬
は
背
後
に
広
が
る

京
都
北
山
の
遥
か
な
風
景
が
私
た
ち

に
幻
想
的
な
キ
ャ
ン
バ
ス
を
提
供
し

て
く
れ
る
。
こ
の
風
景
を
絵
に
す
る

こ
と
は
少
々
難
し
い
。

そ
の
日
は
幸
い
に
も
鷹
司
邸
跡
あ

た
り
の
残
雪
に
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
気
配

が
あ
り
、
し
ば
ら
く
た
た
ず
ん
で
い

る
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ト
ラ

ツ
グ
ミ
は
そ
の
複
雑
な
羽
の
模
様
を

そ
う
簡
単
に
言
葉
で
は
表
現
で
き
な

会
が
、
御
苑
の
管
理
予
算
が
そ
れ
ほ
ど
潤

沢
で
な
か
っ
た
当
時
の
厚
生
省
に
協
力
す

る
た
め
の
団
体
と
し
て
、
京
都
の
官
・
民

を
挙
げ
て
発
足
し
ま
す
。
そ
の
後
東
京
の

皇
居
外
苑
保
存
協
会
、
新
宿
御
苑
保
存
協

会
と
合
わ
せ
、
三
団
体
が
統
合
す
る
こ
と

に
な
り
、
昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）

八
月
一
日
に
新
た
な
団
体
と
し
て
国
民
公

園
保
存
協
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
団
体
の

理
事
に
私
の
父
、
吉
田
忠
が
就
任
し
た
の

で
す
。
当
時
月
桂
冠（
株
）会
長
で
あ
っ
た

大
倉
治
一
氏
の
後
を
受
け
て
、
保
存
協
会

の
副
会
長（
京
都
御
苑
会
長
）に
も
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
不
思
議

な
ご
縁
で
私
も
平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）

か
ら
理
事
に
、
そ
し
て
今
は
故
大
倉
敬
一

月
桂
冠（
株
）相
談
役
の
後
を
継
い
で
京
都

御
苑
会
長
に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

そ
の
間
御
苑
の
中
に
京
都
迎
賓
館
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
京
都
府
公
安
委

員
と
し
て
施
設
の
運
用
前
に
視
察
を
す
る

な
御
苑
を
友
人
と
訪
ね
ま
し
た
。
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
か
け
っ
こ

な
ど
を
し
な
が
ら
友
達
と
の
交
友
を
深
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
高
校
時
代
は
残
念
な
が
ら
学
校
が

烏
丸
今
出
川
か
ら
岩
倉
に
移
り
ま
し
た

が
、
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）同
志
社

大
学
に
入
り
再
び
御
苑
と
の
再
会
で
す
。

そ
こ
で
は
中
学
時
代
の
「
遊
び
」
か
ら
大

学
で
は
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
本
を
読
ん
だ
り

と
い
う
「
勉
学
」
に
勤
し
む
場
所
と
し
て

図
書
館
代
わ
り
の
役
目
を
果
た
し
て
く
れ

る
存
在
と
な
り
、
自
分
の
人
間
形
成
に
も

大
い
に
役
に
立
つ
場
所
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

そ
の
こ
と
だ
け
な
ら
、
あ
ま
り
他
の
学

生
達
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
あ
る
出
来
事
か
ら
再
び
京
都
御

苑
と
の
縁
が
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）に
現
在
の
国
民
公
園
協
会
京

都
御
苑
の
前
身
で
あ
る
京
都
御
苑
保
存
協

草
木
や
生
き
も
の
が
語
り
か
け
て
い
る
こ
と

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
～

自
然
の
中
で
い
の
ち
と
話
そ
う塚

本
珪
一

機
会
を
得
て
、
そ
の
内
容
の
把
握
を
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
申
し
上
げ
る
こ

と
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
以
前
京
都
経

済
同
友
会
の
代
表
幹
事
を
務
め
て
い
た

時
、
当
時
の
京
都
市
内
の
小
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
が
す
べ
て
砂
地
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
緑
豊
か
な
御
苑
で
過
ご
し
た
思
い
出

が
目
に
浮
か
び
、
自
分
の
経
験
か
ら
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
が
少
し
で
も
情
操
教
育
の

観
点
か
ら
も
芝
生
化
し
た
い
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
じ
思
い
を

抱
い
て
い
た
友
人
達
と
京
都
校
庭
芝
生
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
現
在
で
は

特
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
今
も
継
続
さ
れ

て
活
動
し
て
お
り
、
二
十
五
校
以
上
の
グ

ラ
ン
ド
が
芝
生
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
若
い
時
に
御
所
や
御
苑
と
の
関
わ
り
が

あ
り
、
そ
こ
で
過
ご
し
た
経
験
が
あ
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

今
の
よ
う
に
一
年
を
通
じ
て
一
般
公
開

さ
れ
、
開
か
れ
た
御
所
と
い
う
の
は
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

御
所
を
頂
く
京
都
御
苑
は
我
々
京
都
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
公
開
に

際
し
て
は
い
つ
も
美
し
い
景
観
を
保
ち
、

人
々
が
規
律
正
し
い
姿
で
訪
れ
る
こ
と
が

今
後
と
も
最
も
望
ま
し
い
形
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
私
に
と
っ
て
は
、「
京
都
御
所
、

御
苑
と
私
」
と
い
う
並
列
の
関
係
で
は
な

く
「
京
都
御
所
、
御
苑
の
私
」
と
い
う
形

で
よ
り
親
し
み
を
覚
え
な
が
ら
い
つ
ま
で

も
自
分
に
と
っ
て
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

吉
忠
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長

（
一
財
）国
民
公
園
協
会
京
都
御
苑
会
長

半月斑が映えるトラツグミ

←

→

京都御苑、京都仙洞・大宮御所と大文字山
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百
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
特
に
有
名
な
方
に
、
日

本
初
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ

た
湯
川
秀
樹
博
士
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

京
都
御
苑
は
、
そ
の
半
分
ほ
ど
が
本
校

の
校
区
に
当
た
り

ま
す
の
で
、
御
苑
内

の
官
舎
か
ら
通
っ
て

く
る
子
ど
も
が
い
た

り
、
い
つ
も
の
散
歩

道
に
し
て
い
る
方
が

お
ら
れ
た
り
と
、
地

域
の
方
々
に
と
っ
て

は
、
御
苑
は
特
別
な

名
所
で
は
な
く
、
日

常
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

京
都
御
苑
の
北
東
、
石
薬
師
御
門
を
出

た
と
こ
ろ
に
、
小
学
校
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
本
校
・
京
極
小
学

校
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
二
年
十
二
月

二
十
二
日
創
立
で
す
の
で
、
今
月
で
創
立

の
太
い
ミ
ミ
ズ
を
見
つ
け
た
時
だ
っ

た
ら
し
い
。
ご
め
ん
な
さ
い
、
お
昼

ご
飯
中
だ
っ
た
の
だ
。

冬
の
季
節
、
母
と
子
の
森
に
は
ト

ラ
ツ
グ
ミ
が
よ
く
現
れ
る
。
こ
こ
は

朝
早
く
は
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で

あ
り
、
犬
の
散
歩
道
だ
か
ら
ゆ
っ
く

り
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
も
、

時
に
は
森
の
仲
間
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
群

れ
、
忙
し
い
コ
ゲ
ラ
、
音
立
て
て
実

を
食
べ
る
イ
カ
ル
、
君
の
真
似
を
す

る
シ
ロ
ハ
ラ
君
、
そ
う
、
時
に
は
瑠

璃
の
光
彩
を
放
つ
ル
リ
ビ
タ
キ
も
現

れ
て
く
れ
る
。

私
と
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
語
り
は
単
純

で
あ
る
が
、
語
り
手
は
私
で
あ
り
、

時
に
は
ト
ラ
ツ
グ
ミ
が
私
に
語
る
。

そ
の
間
に
は
今
日
と
い
う
時
刻
と
大

昔
の
時
刻
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
感

じ
る
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

※
写
真
提
供
：
西
台
律
子

止
す
る
。
時
が
流
れ
、
ど
こ
か
へ

去
っ
て
行
く
。

私
は
次
の
日
に
鷹
司
邸
跡
の
森
で

ト
ラ
ツ
グ
ミ
に
出
会
っ
た
。
あ
の
、

禁
門
の
変
の
と
き
、
長
州
藩
兵
が
こ

こ
に
た
て
こ
も
っ
て
最
後
の
攻
撃
を

行
っ
た
と
い
う
。

こ
の
あ
た
り
、
人
気
が
な
い
日
は
、

君
と
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
そ
う
だ
。

こ
の
日
も
君
の
衣
裳
を
つ
ぶ
さ
に
見

せ
て
も
ら
っ
た
。
だ
が
、
君
は
好
物音立てて種皮を割るイカル せわしく木をつつくコゲラ

鮮やかな瑠璃色のルリビタキ

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

宮み
や
い居
の
甍い

ら
か

　
仰
ぎ
つ
つ

足
立
素
子

本
校
に
と
り
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち

が
運
動
場
か
ら
御
苑
の
森
を
日
々
眺
め
な

が
ら
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
た
り
、
生
活

科
の
校
区
探
検
で
御
苑
の
中
を
探
検
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
い
つ
も
身
近
な
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
将
来
、
京
都
か
ら
離
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
き
っ
と
御
苑
の
こ
と

を
、
自
分
の
母
校
の
よ
う
に
懐
か
し
く
思

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
タ
イ
ト
ル
は
、
校
歌
の
一
節
で
す
。

（
京
都
市
立
京
極
小
学
校
校
長
）

【
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　京都御苑南西角の間之町口を入った
ところにある案内板を見ると、仙洞御
所の南の広場の一角に「博覧会場跡」
とあります。しかしその場所には原っ
ぱが広がるばかりです。
　京都御苑は 1873（明治 6）年から京
都博覧会の会場になりました。その前
年に開催された第一回京都博覧会は会
場が分散し不便であったため、大きな
会場を探していました。そこで注目さ
れたのが、都が東京に移って以来使用
されていない皇室の建物が集中してい
た御所周辺です。また、博覧会では会
場の建造物を見ることも重要視されま
した。
　その後、1881（明治 14）年には常
設の博覧会場が仙洞御所の南にできま
す。その様子は地図にも描かれていま
す。残念ながら会場は 1913（大正 2）
年に取り壊されているため、現在その
跡を見ることはできませんが、当時の
地図を片手に歩くことで博覧会の光景
が思い浮かぶかもしれません。

改正新刻京都區組分名所新図（一部）
著者：樺井達之輔
出版社：風月庄左衛門（明治 20 年）



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

会員募集（2020年度）のお知らせ
2020年度（2020年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

明治の大内保存事業により京都御苑が形
作られて2020年で137年、戦後、国民公園と
して再生して73年。その間、天皇のお住まい
であった御所や御苑に対する京都の人々の
確かな想いが御苑の維持管理を支えてきた
と言っていい。� （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構です。収納展
示室では京都御苑の歴史や自然を紹介していま
す。京都御苑の総合案内所として、御苑マップ
や苑内の見どころなど旬の情報を提供していま
す。
開館時間：9：00～16：30（入場は16：00まで）/無料
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
定時ミニガイド：11：00～、15：00～
アクセス：�間ノ町口すぐ（御苑南西角　地下鉄
　　　　　丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家別邸の遺構で、茶
室として江戸時代後期に建てられました。
公 開 日：�毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9:30

～15:30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用： �茶会、句会、謡曲等の会合にご利

用できます。利用料については協
会ホームページをご覧ください。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。
営業時間：9：00～16：30

中立売休憩所（『京都御苑 檜垣茶寮』）
京都御所前に位置しており、御所参観へのアクセス
は抜群です。セットメニューから軽食、カフェまで木の
香る落ち着いた雰囲気の中でお食事ができます。売
店『檜垣』では、御所限定のオリジナル商品を多数
取り揃えています。KYOTO-WiFiも利用可能。中立
売駐車場に隣接しています。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）軽食・喫茶にご利用ください。

駐車場

料金：乗用車800円 （最初の3時間）
　　　以降30分毎100円
　　　バス2,000円（最初の3時間）
　　　以降1時間毎300円 ＊夜間料金の設定あり。
中立売駐車場（乗用車、バス併用）
入場　7:40～19:30　出場　24時間
（高さ2.3m以上の車両はバス料金となります）
清和院駐車場（乗用車専用）
入・出場　8:40～20:00（20:00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

京都御苑冬の自然教室

苑内のいろいろな生きものを幅広く観察する初心
者向けの自然観察会です。
日　時： 令和2年1月19日（日）　9：30〜12：00
受　付： 9：00～9：20
集　合： �富小路口（御苑南東　地下鉄丸太町

600m）
講　師： 京都自然観察学習会の先生方
内　容： �冬の御苑の植物、きのこ、昆虫や野鳥

の生態を観察します。
参加費： 100円（保険代）
その他： �筆記用具、雨具・水筒の準備、野外活

動に適した服装でご参加ください。

＊�当日7：00時点で気象警報が発令されている場
合など、やむなく中止する場合があります。
主　催： 環境省京都御苑管理事務所
運　営： （一財）国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開

公 開 日：���通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間：10月～2月/9：00～15：20（最終退出は16：00）
入 場 門： 清所門
お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観

事前申込に加えて当日受付も行われています。
当日受付：��京都仙洞御所にて11時頃から先着順に�

整理券を配布。（満員になり次第終了）
　　　　　当日受付枠は13：30、14：30、15：30。
　　　　　各時間とも定員は35名。
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都御苑Instagram／Twitterで季節の写真をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

御所の華弁当 
右近の橘（刺身付き）　

（要予約）

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め
ていただくための国の迎賓施設です。
公 開 日： 迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金： 大人1,500～2,000円　大学生1,000～1,500円
　　　　　中高生500～700円
問 合 せ： 迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

京都迎賓館 
桐の間
出典：内閣府
迎賓館ウエブサイト

（https://www.
geihinkan.go.jp/
kyoto/kiri_no_ma/）

京都仙洞御所 
南池 州浜

アオバトトラツグミアオジイカル

御
苑
の
冬
の
鳥

12月 1月 2月 3月

11月〜2月

サザンカ〈児童公園付近〉

2月中旬〜3月中旬

ウメ〈梅林〉

2月〜4月

1月〜2月

ツバキ〈近衛池周辺、母と子の森、白雲神社周辺〉

ロウバイ〈児童公園、出水の小川〉

御
苑
の
花
暦

ロウバイツバキウメサザンカ

丸太町通 富小路口
京都地方裁判所

寺
町
通

寺町御門

冬の自然教室受付
富小路休憩所

N


